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1 調査票
①消費世帯調査(平日用・休日用）

平日用
地産地消に関する消費世帯調査票

●世帯情報●

●世帯全体についてお答えください。

　太枠内をもれなくご記入ください。また、あてはまるものに一つ○をつけてください。

１．単身世帯　　２．夫婦のみの世帯　　３．核家族世帯（親＋子）

４．二世代世帯（親夫婦＋子夫婦）　　５．三世代以上の世帯（祖父母と夫婦と子など）

名前

性別 年齢 歳

世帯主との関係
（続柄）

１．男　２．女

１．男　      ２．女

人

年齢性別

１．専業農家　　２．農業が主の兼業農家　　３．農業が従の兼業農家

４．家庭菜園のみ　　５．漁業　　６．林業　　７．農林漁業に従事していない

農林漁業の
従事の有無

１．勤め人（会社員、公務員、教職員、パート・アルバイト　等）

２．自営業（専業農家、農林漁業含む）　　３．学生　　４．無職（年金受給を含む）

世帯で主な収入を
得ている方の就業形態

世帯主名

世帯形態

世帯員の人数

世帯の中で主に

食事の買い物をする人

調査票のお問い合わせ

電話番号

（フリガナ）

歳

市町番号 区分

1.海浜部　２.山間部　３.その他

整理番号

調査員氏名

抽出単位番号

株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

「地産地消に関する消費世帯調査」では、平日と休日の2日間、それぞれ世帯全員の飲食したもの
全てを記入していただくことにより、県内で消費される食材の種類と量を調査いたします。

〈お問い合せ先〉
〈調査実施機関〉

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「地産地消に関する消費世帯調査票の書き方」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○この調査票は「平日用」です。休日分は「休日用」の調査票にお書きください。

○「世帯情報」も合わせてご記入ください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、調査員に質問してください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、回収いたします。郵送等は受け付け

ておりません。

●原則として、食べた（用意した）分のみの料理、食品を記入するようにしてください。
●食材は産地別の記入が必要です。食材購入の際は、産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって分か

った食生活の内容などの秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

※

※調査票（本用紙）に関するお問い合わせの電話番号です。世帯主以外の方でも、携帯電話でもかまいません。

　恐れ入りますが、ご記入をお願いいたします。

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

月　日（　）
記入者

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　　　

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

％

％

％

％

％

％

単
位

平日
朝食
家庭食

❶
食品コード 店名

コード
❷

（円）

料理、購入食品名入手先、店名 個数 金額

外食

❸
外食コード

2 3

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

単
位❶

食品コード 店名
コード
❷

❶
食品コード

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい
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％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

月　日（　）
記入者

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　　　

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

％

％

％

％

％

％

単
位

平日
夕食
家庭食

❶
食品コード 店名

コード
❷

（円）

料理、購入食品名入手先、店名 個数 金額

外食

❸
外食コード

6 7

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

単
位❶

食品コード 店名
コード
❷

❶
食品コード

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

月　日（　）
記入者

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　　　

1.スーパー　　  （具体名）
2.生協、農協　  （具体名）
3.商店、専門店  （具体名）
4.直売所            （具体名）                
5.コンビニ        （具体名）
6.自家栽培
7.もらったもの（おすそ分け等）
8.その他　　　 （具体的に）　

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

％

％

％

％

％

％

単
位

平日
昼食
家庭食

❶
食品コード 店名

コード
❷

（円）

料理、購入食品名入手先、店名 個数 金額

外食

❸
外食コード

4 5

料理名 食品名 産地別 入手先

1.県内
2.県外
3.国外
4.不明
（調理済み食品
等で不明なもの）

数量 廃棄した
食べ残し
（％）

単
位❶

食品コード 店名
コード
❷

❶
食品コード

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい

加工食品の場合は、
製造地で選んで下さい
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①農業（家庭菜園を含む）・食生活アンケート

食生活についてお聞きします。

食生活・地産地消に関するアンケート

農業（家庭菜園を含む）アンケート

アンケートにご協力ありがとうございました。

あてはまるもの一つに○をつけてください

もっともあてはまるもの一つに○をつけてください

問1 福井県には、大豆やイモ類など地域の農産物を使った郷土料理や伝承料理がありますが、あなたの家庭では、
食事の中にこうした料理を取り入れていますか？

①季節ごとによく食べる　　②ときどき食べる　　③ほとんど食べない　　④まったく食べない

問2 「食生活指針」は、健康で豊かな食生活の実現を目的に、食事を楽しむ、栄養バランス、無駄のない食生活
等、望ましい食生活のあり方を示したもので、平成12年3月に当時の文部省、厚生省、農林水産省が策定
しました。
あなたは、「食生活指針」に示されている次の項目をどの程度実践していますか。

地産地消についてお聞きします。

問3 あなたは、福井県でどんな農林水産物がいつごろ収穫されるかわかりますか。

①よく分かる　　　②大体分かる　　　③あまり分からない　　　④まったく分からない

①知っている　　　②名前だけは聞いたことがある　　　③知らない

問4 福井県では「ふくい産でふくいを食べよう」という地産地消を進める県民運動として、家庭で一緒に食事を
とりやすい毎週日曜日を「とれたてふくいの日」と定めています。あなたはこのことを知っていましたか。

問6 あなたの家庭では、2年前（平成21年度）に比べて、地産地消に対する意識に変化はありましたか。（1つだけ○）

問5-1 あなたの家庭では、２年前（平成２１年度）に比べて、福井県産農林水産物を食べる量はどうなりましたか。

①大いに増えた　　　②少し増えた　　　③変わらない　　　④少し減った　　　⑤大いに減った

①県内産の購入を心がけるようになった　　　②国内産の購入を心がけるようになった

③食品の産地表示を確認するようになった　　④変化はない　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　 　　）

問7 あなたの家庭では、3月の東日本大震災以降、購入する食品の産地に変化はありましたか。（1つだけ○）

①県内産をより購入するようになった　　　②被災地産をより購入するようになった

③被災地産以外をより購入するようになった　　④変化はない　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）

問5-2（問5-1の回答について）福井県産農林水産物の消費量の増減について、その理由を教えてください。

①主食、主菜、副菜を基本にした、バランスの
　よい食事をする

ほとんど
できている項 目

１

１

2

2

3

3

4

4

おおむね
できている

あまり
できていない

まったく
できていない

②食文化や地域の産物を活かした食生活を
　送り、ときには新しい料理も取り入れる

農業（家庭菜園を含む）・食生活アンケート
「農業（家庭菜園を含む）アンケート」では、各世帯での作付の有無、規模、

昨年1年間（平成22年1月～12月）の収穫高と消費・出荷先をお聞きすることにより、

「消費世帯調査」と合わせて、県内で消費される食材の種類と量の実態をさらに詳しく調査いたします。

「食生活・地産地消に関するアンケート」では、普段の食生活や地産地消についてお聞きし、

県民の皆様の食に関する考え方を調査いたします。

※ここでいう「家庭菜園」とは

　「自家用もしくは知人・親戚におすそ分け等、主に販売以外の目的で栽培している菜園」 とします。

整理番号 市町番号 調査員氏名

世帯主名
（フリガナ） 連絡先

農業（家庭菜園を含む）についてお聞きします。

問１ 農業（家庭菜園を含む）を行っていますか。

①はい（→問３へ）　　②いいえ（→問２へ）

問３ 問１で①はいと答えた方、農業、家庭菜園のそれぞれの面積を記入してください。

農家（兼業を含む）の方にお聞きします

販売・出荷を目的にした
耕作（経営）面積

借りている農地
（市民農園など）

現在、宅地や雑種地などの土地
（プランター等も含む）

自家消費等を目的にした
耕作（経営）面積

非農家の方にお聞きします

問４ 家庭菜園を行っている理由を教えてください。（１つだけ○）

①趣味（余暇の楽しみ）　　②健康のため（体を動かすなど）　　③土いじりをしていると心が癒されるから

④安全な農作物を食べたいから　　⑤食べた人、送った人が喜ぶから　　⑥自給用として生産したいから

⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①農業を始める予定がある　　②家庭菜園を始める予定がある　　③機会があれば農業をやってみたい

④機会があれば家庭菜園をやってみたい　　⑤行うつもりはない

㎡ ㎡

㎡ ㎡

問２ 今後、農業（家庭菜園を含む）を行う予定はありますか。

4 1

生産量
（kg）

出荷先
(知人のおすそ分け・自家消費を含む）

販売額
（円）

0 6 0 8 4

0 6 2 6 3

0 6 3 1 2

0 6 1 7 5

0 6 0 1 0

0 6 0 2 0

0 6 0 1 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

0 7 0 2 7

0 7 1 1 6

0 7 1 3 6

0 5 0 1 0

0 7 0 5 4

0 8 0 1 1

0 8 0 2 0

0 8 0 2 6

0 8 0 0 1

ごぼう

ブロッコリー

レタス

スイートコーン

さやいんげん

さやえんどう

えだまめ

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

（　　　　　　）

（　　　　　　）

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

（　　　　　　）

野
菜

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

ばれいしょ

さといも

たまねぎ

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

0 1 0 8 8

0 1 0 0 6

0 4 0 2 4

0 1 1 2 2

米

麦（大麦）

大豆

そば

（　　　　　　）

（じゃがいも）

（とうもろこし）

生産量
（kg）

出荷先
(知人のおすそ分け・自家消費を含む） 出荷量（kg）

品目

品目
出荷量（kg）

販売額
（円）

穀
物

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 6 0 3 6

野
菜

果
樹

林
産

あなたが昨年1年間（平成22年1月～12月）に生産した農林産物（家庭菜園を含む）について
品目ごとの生産量、出荷先、販売額をご記入ください。

2 3
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②家庭菜園の土地利用に関するアンケート
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③流通・加工調査/JA経済連

●基本情報

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票

〈お問い合せ先〉
〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ

〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください。アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、聞き取り、回収いたします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

❶-1
福井県経済農業
協同組合連合会

名称 部課名

TEL

住所

記入者

［重要］

●恐れ入りますが品目ごとの出荷先・出荷量をご確認願います。

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の農林水産物の仕入量と出荷先、
出荷量を記入していただくことにより、県内で流通する農林水産物の種類と量を調査いたします。

品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量

穀
物

穀
物

単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

米

麦

大豆

そば

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

0 1 0 8 8

0 1 0 0 6

0 4 0 2 3

0 1 1 2 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

昨年1年間の品目ごとの仕入量および出荷量についてお聞きします。
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品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

さといも

たまねぎ

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 6 0 3 6

0 6 0 8 4

0 6 2 6 3

0 6 3 1 2

0 6 1 7 5

0 6 0 1 0

0 6 0 2 0

ごぼう

ブロッコリー

レタス

スイートコーン

さやいんげん

さやえんどう

野
菜

（とうもろこし）

品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

野
菜

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

ばれいしょ

（じゃがいも）

野
菜

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7
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品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

えだまめ

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

野
菜

0 6 0 1 5 （　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

野
菜

品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

0 7 0 2 7

0 7 1 1 6

0 7 1 3 6

0 5 0 1 0

0 7 0 5 4

果
樹

果
樹
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品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

1 1 0 3 0

1 1 1 1 5

1 1 2 2 1

1 3 0 0 1

1 2 0 0 4

畜
産

畜
産

牛肉

豚肉

鶏肉

牛乳

鶏卵

（　　　　　　　）

品目 総仕入重量 出荷先（都道府県名） 出荷先（都道府県名）出荷量単
位

単
位

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

品目 総仕入重量 出荷量単
位

単
位

林
産

林
産

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

0 8 0 1 1

0 8 0 2 0

0 8 0 2 6

0 8 0 0 1

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）



109

資料編

④流通・加工調査/水産市場（産地・消費）

●基本情報

〈お問い合せ先〉
〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ

〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、回収いたします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

❶-２
福井県漁業
組合連合会
・水産市場

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

調査員氏名

 　　❶ 　　

名称

TEL

住所

記入者

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の水産物の仕入量と産地の別、および出荷量と
県内向け割合を記入していただくことにより、県内で流通する水産物の種類と量を調査いたします。

［重要］

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票うち県内向

割合

仕
入
重
量

出
荷
重
量

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

％
品目

（％）

県
内
産

（％）

県
外
産

（％）

国
外
産

産地別（割合）

単
位

単
位

水
産

4

うち県内向
割合

仕
入
重
量

出
荷
重
量

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

するめいか

いか類

えび類

とびうお

貝類

はたはた

たい類

ずわいがに

ふぐ類

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

％
品目

（％）

県
内
産

（％）

県
外
産

（％）

国
外
産

産地別（割合）

単
位

単
位

水
産

昨年1年間（平成22年1月～12月）の品目ごとの仕入量および出荷量についてお聞きします。

1 0 0 0 3

1 0 2 4 1

1 0 1 0 0

1 0 1 7 1

1 0 1 5 4

1 0 3 4 5

1 0 3 4 8

1 0 3 2 9

1 0 2 1 5

1 0 2 8 1

1 0 2 2 8

1 0 1 9 0

1 0 3 3 5

1 0 2 3 6

以下の問いに、あてはまるもの○をつけてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。

自由回答

問1 貴組合・市場では、福井県産（以下、「県産」）水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問4へ）

問4 県産水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

①生産量　　②品質の向上　　③価格　　④仕入方法　　⑤意見交換していない　　

⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問2 県産水産物を納入している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

問3-1 貴組合・市場では、2年前（平成21年度）と比べて、県産水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問3-2 問3-1の回答について、県産水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

問5 県産水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産水産物の取扱いを、今後（さらに）増やしてい
く為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者の表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 3

問6 3月の東日本大震災後、県産水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った
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⑤流通・加工調査/青果市場

❶-3
青果市場野

菜

果
樹

林
産

さやえんどう

えだまめ

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

うち県内向
割合

仕
入
重
量

出
荷
重
量

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

％
品目

（％）

県
内
産

（％）

県
外
産

（％）

国
外
産

産地別（割合）

単
位

単
位

0 6 0 2 0

0 6 0 1 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

0 7 0 2 7

0 7 1 1 6

0 7 1 3 6

0 5 0 1 0

0 7 0 5 4

0 8 0 1 1

0 8 0 2 0

0 8 0 2 6

0 8 0 0 1

●基本情報

〈お問い合せ先〉
〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ

〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、回収いたします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知り

えた内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

調査員氏名

 　　❶ 　　

名称

TEL

住所

記入者

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の農産物の仕入量と産地の別、および出荷量と
県内向け割合を記入していただくことにより、県内で流通する農産物の種類と量を調査いたします。

［重要］

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票

うち県内向
割合

仕
入
重
量

出
荷
重
量

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

ばれいしょ

さといも

たまねぎ

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

ごぼう

ブロッコリー

レタス

スイートコーン

さやいんげん

％
品目

（％）

県
内
産

（％）

県
外
産

（％）

国
外
産

産地別（割合）

野
菜

単
位

単
位

昨年1年間の品目ごとの仕入量および出荷量についてお聞きします。

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 6 0 3 6

0 6 0 8 4

0 6 2 6 3

0 6 3 1 2

0 6 1 7 5

0 6 0 1 0

（じゃがいも）

（とうもろこし）

以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

問１ 貴市場では、福井県産（以下、「県産」）農産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問4へ）

問4 県産農産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問5 農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農産物の取扱いを、今後（さらに）増やしてい
く為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者への表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　）　　　　

　　　

①生産量　　②品質の向上　　③価格　　④仕入方法　　⑤意見交換していない　　
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問2 県産農産物を納入している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

問3-1 貴市場では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問3-2 問3-1の回答について、県産農産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

自由回答

問6 3月の東日本大震災後、県産農産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。
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⑥流通・加工調査/水産市場（仲買人）

❷漁港市場の
仲買人

●基本情報

〈お問い合せ先〉
〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ

〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、回収いたします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

調査員氏名

 　　❷

名称

TEL

住所

記入者

［重要］

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の水産物の仕入量と産地の別、および県内向けの出荷量を
記入していただくことにより、県内で流通する水産物の種類と量を調査いたします。

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票うち県内向

割合（％）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

品目
（％） （％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（kg）（kg）

産地別（割合）総
仕
入
重
量

出
荷
重
量

うち県内向
割合（％）

1 0 0 0 3

1 0 2 4 1

1 0 1 0 0

1 0 1 7 1

1 0 1 5 4

1 0 3 4 5

1 0 3 4 8

1 0 3 2 9

1 0 2 1 5

1 0 2 8 1

1 0 2 2 8

1 0 1 9 0

1 0 3 3 5

1 0 2 3 6

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

するめいか

いか類

えび類

とびうお

貝類

はたはた

たい類

ずわいがに

ふぐ類

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

品目
（％） （％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（kg）（kg）

産地別（割合）総
仕
入
重
量

出
荷
重
量

昨年1年間（平成22年1月～12月）の仕入れ量及び出荷量についてお聞きします。以下の問いに、あてはまるもの一つに○をつけてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。

問5 県産水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産水産物の取扱いを、今後（さらに）増やしてい
く為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者の表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問6 3月の東日本大震災後、県産水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１ 貴社では、福井県産（以下、「県産」）水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問4へ）

問4 県産水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

①生産量　　②品質の向上　　③価格　　④仕入方法　　⑤意見交換していない　　
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２ 県産水産物を納入している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①大いに増えた　　②少し増えた　　③少し減った　　④大いに減った

問3-1 貴社では、2年前（平成21年度）と比べて、県産水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問3-2 問3-1の回答について、県産水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

自由回答
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⑦流通・加工調査/コンビニエンスストア

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

調査員氏名

〈 提 出 先 〉
〈お問い合せ先〉

〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、調査員が訪問のうえ、回収いたします。

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

●基本情報

名称

TEL

住所

記入者

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の農林水産物の仕入量と販売量および産地の別、
主要加工品の使用量を記入していただくことにより、
県内で流通する農林水産物の種類と量を調査いたします。

6

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票

●県産農林水産物を使用した自家生産の加工品のうち主な商品の状況について（売上点数で上位3つを
　記入）、一つの商品ごとの重量等をお答えください。

商品名No. 使用品目 使用量
単
位

産地別（割合）

（％） （％）（％）
県内産 県外産 国外産

（％）
不明

水
産

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売重量

単
位

単
位

1 0 2 2 8

1 0 1 9 0

1 0 3 3 5

1 0 2 3 6

はたはた

たい類

ずわいがに

ふぐ類

(　　　　　　）

(　　　　　　）

野
菜

米

麦

乾燥大豆

ゆで大豆

そば

そば粉

(　　　　　　）

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

ばれいしょ

さといも

たまねぎ

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

（じゃがいも）

0 1 0 8 8

0 1 0 0 6

0 4 0 2 3

0 4 0 2 4

0 1 1 2 8

0 1 1 2 2

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

2 3

穀
物

昨年1年間の品目ごとの仕入量および販売量についてお聞きします。以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

問１ 貴店(社)では、福井県産（以下、「県産」）農林水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問5へ）

問5 県産農林水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問6 県産農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農林水産物の取扱いを、今後（さらに）
増やしていく為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①店内の掲示　　　　②メニュー表に表示　　　③ホームページで表示　　　④店員による声かけ

⑤その他の方法で（　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

⑥特に知らせていない

問２ 県産農林水産物を扱っていることを、お客さんにお知らせしていますか。
また、どんな方法で行っていますか。(あてはまるもの全てに○）

①農作物の育成　　②メニューの検討　　③納入額や方法　　④その他　　⑤意見交換していない

問３ 県産農林水産物を提供している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者ヘの表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問7 3月の東日本大震災後、県産農林水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自由回答

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

問4-1 貴店（社）では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農林水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問4-2 問4-1の回答について、県産農林水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。
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（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

水
産

1 1 0 3 0

1 1 1 1 5

1 1 2 2 1

1 3 0 0 1

1 2 0 0 4

0 8 0 1 1

0 8 0 2 0

0 8 0 2 6

0 8 0 0 1

1 0 0 0 3

1 0 2 4 1

1 0 1 0 0

1 0 1 7 1

1 0 1 5 4

1 0 3 4 5

1 0 3 4 8

1 0 3 2 9

1 0 2 1 5

1 0 2 8 1

(　　　　　　）

(　　　　　　）

牛肉

豚肉

鶏肉

牛乳

鶏卵

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

(　　　　　　）

(　　　　　　）

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

するめいか

いか類

えび類

とびうお

貝類

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

野
菜

果
樹

果
樹

畜
産

林
産

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

ごぼう

ブロッコリー

レタス

スイートコーン

さやいんげん

さやえんどう

えだまめ

(　　　　　　）

(　　　　　　）

(　　　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

(　　　　　　）

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 6 0 3 6

0 6 0 8 4

0 6 2 6 3

0 6 3 1 2

0 6 1 7 5

0 6 0 1 0

0 6 0 2 0

0 6 0 1 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

0 7 0 2 7

0 7 1 1 6

0 7 1 3 6

0 5 0 1 0

0 7 0 5 4

4 5

（とうもろこし）
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⑦流通・加工調査/小売業

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

調査員氏名

❹ 　　❺

〈 提 出 先 〉
〈お問い合せ先〉

〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、記入漏れがないかご確認の上、下記の提出先まで

  11月21日（月）までにご郵送ください。

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

❹常設直売所

❺小売店・量販店・
　百貨店・
　総合スーパー

●基本情報

名称 業種

TEL

住所

記入者

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の農林水産物の仕入量と販売量および産地の別、
主要加工品の使用量を記入していただくことにより、
県内で流通する農林水産物の種類と量を調査いたします。

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票

野
菜

米

麦

乾燥大豆

ゆで大豆

そば

そば粉

(　　　　　　）

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

ばれいしょ

さといも

たまねぎ

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

（じゃがいも）

0 1 0 8 8

0 1 0 0 6

0 4 0 2 3

0 4 0 2 4

0 1 1 2 8

0 1 1 2 2

0 6 1 3 2

0 6 2 1 2

0 6 2 3 3

0 6 0 6 1

0 6 2 6 7

0 6 2 2 6

0 6 1 9 1

0 6 1 8 2

0 6 0 6 5

0 6 0 4 6

0 6 2 4 5

0 2 0 1 7

0 2 0 1 0

0 6 1 5 3

2 3

穀
物

昨年1年間の品目ごとの仕入量（直売所の場合には持ち込まれた農林水産物の量）および
販売量についてお聞きします。

以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

問１ 貴店(社)では、福井県産（以下、「県産」）農林水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問5へ）

問5 県産農林水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問6 県産農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農林水産物の取扱いを、今後（さらに）
増やしていく為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①店内の掲示　　　　②メニュー表に表示　　　③ホームページで表示　　　④店員による声かけ

⑤その他の方法で（　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

⑥特に知らせていない

問２ 県産農林水産物を扱っていることを、お客さんにお知らせしていますか。
また、どんな方法で行っていますか。(あてはまるもの全てに○）

①農作物の育成　　②メニューの検討　　③納入額や方法　　④その他　　⑤意見交換していない

問３ 県産農林水産物を提供している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者ヘの表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問7 3月の東日本大震災後、県産農林水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自由回答

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

問4-1 貴店（社）では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農林水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問4-2 問4-1の回答について、県産農林水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。

●県産農林水産物を使用した自家生産の加工品のうち主な商品の状況について（売上点数で上位3つを
　記入）、一つの商品ごとの重量等をお答えください。

商品名No. 使用品目 使用量
単
位

産地別（割合）

（％） （％）（％）
県内産 県外産 国外産

（％）
不明

6

水
産

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売重量

単
位

単
位

1 0 2 2 8

1 0 1 9 0

1 0 3 3 5

1 0 2 3 6

はたはた

たい類

ずわいがに

ふぐ類

(　　　　　　）

(　　　　　　）
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（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

水
産

1 1 0 3 0

1 1 1 1 5

1 1 2 2 1

1 3 0 0 1

1 2 0 0 4

0 8 0 1 1

0 8 0 2 0

0 8 0 2 6

0 8 0 0 1

1 0 0 0 3

1 0 2 4 1

1 0 1 0 0

1 0 1 7 1

1 0 1 5 4

1 0 3 4 5

1 0 3 4 8

1 0 3 2 9

1 0 2 1 5

1 0 2 8 1

(　　　　　　）

(　　　　　　）

牛肉

豚肉

鶏肉

牛乳

鶏卵

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

(　　　　　　）

(　　　　　　）

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

するめいか

いか類

えび類

とびうお

貝類

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

単
位

単
位

個人以外の
販売割合(%)

廃棄・返品の
割合（％）

品目 仕入重量 販売量

野
菜

果
樹

果
樹

畜
産

林
産

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

ごぼう

ブロッコリー

レタス

スイートコーン

さやいんげん

さやえんどう

えだまめ

(　　　　　　）

(　　　　　　）

(　　　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

(　　　　　　）

0 7 0 7 7

0 7 1 3 4

0 6 3 0 5

0 6 0 3 6

0 6 0 8 4

0 6 2 6 3

0 6 3 1 2

0 6 1 7 5

0 6 0 1 0

0 6 0 2 0

0 6 0 1 5

0 7 0 1 9

0 7 0 4 9

0 7 0 8 8

0 7 0 2 7

0 7 1 1 6

0 7 1 3 6

0 5 0 1 0

0 7 0 5 4

4 5

（とうもろこし）
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⑨流通・加工調査/加工業

〈 提 出 先 〉
〈お問い合せ先〉

〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、記入漏れがないかご確認の上、下記の提出先まで

  11月21日（月）までにご郵送ください。

●産地別の記入が必要です。仕入れ品目の産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

❻食品加工業者
　酒造業者

●基本情報

名称 業種

TEL

住所

記入者

区別
1.海浜部　2.山間部　3.その他

店舗コード調査対象の種別市町番号

商品名No. 使用品目 使用量
単
位

産地別（割合）

（％） （％）（％）
県内産 県外産 国外産

（％）
不明

●主な県産農林水産物使用商品の状況について
　県産農林水産物を使用している商品のうち、販売上位3品目を記入してください。
   ※1品目あたりで記入してください。

「農林水産物及び加工食品の取扱いに関する産地別調査」では、
昨年（平成22年1月～12月）の農林水産物の仕入量と原料の内訳、県産農林水産物を
使用した商品について記入していただくことにより、県内で流通する食材の種類と量を調査いたします。

農林水産物及び加工食品の
取扱いに関する産地別調査票

※廃棄量（kg）

※廃棄量：売れ残りや腐食等によって廃棄した量を指します。不可食部分（じゃがいもの皮、魚の骨など）は含みません。

農林水産物の総仕入重量（kg）
出荷先の別

県内（％） 県外（％） 国外（％）

県産品の使用品目 県産品の使用品目
仕
入
重
量

単
位

産地別（割合）

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（％）

不
明

総
仕
入
重
量 単

位

産地別（割合）

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（％）

不
明

10345

10348

10329

10215

10281

10228

するめいか

いか類

えび類

とびうお

貝類

はたはた

10190

10335

10236

たい類

ずわいがに

ふぐ類

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

水
産

水
産

 　　❻  　　

穀
物

野
菜

野
菜

01088

01006

04023

04024

01128

01122

06132

06212

06233

06061

06267

06226

06191

06182

06065

06046

06245

02017

02010

06153

07077

07134

06305

06036

06084

06263

06312

06175

06010

06020

米

麦

乾燥大豆

ゆで大豆

そば

そば粉

（　　　　）

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

さといも

たまねぎ

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

ごぼう

ブロッコリー

レタス

さやいんげん

さやえんどう

県産品の使用品目 県産品の使用品目

06015

07019

07049

07088

07027

07116

07136

05010

07054

11030

11115

11221

13003

12004

08011

08020

08026

08001

10003

10241

10100

10171

10154

えだまめ

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

（　　　　）

（　　　　）

牛肉

豚肉

鶏肉

牛乳

鶏卵

（　　　　）

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

（　　　　）

（　　　　）

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

果
樹

畜
産

林
産

水
産

仕
入
重
量

単
位

産地別（割合）

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（％）

不
明

総
仕
入
重
量 単

位

産地別（割合）

（％）（％）

県
内
産

県
外
産

（％）

国
外
産

（％）

不
明

事業所における県産農林水産物の使用状況についてお聞きします。

●昨年1年間（平成22年1月～12月）の仕入量と原料（県産農林水産物）の内訳

ばれいしょ
（じゃがいも）

スイートコーン
（とうもろこし）

以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

①生産量　　②品質の向上　　③価格　　④仕入方法　　⑤意見交換していない　　

⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１ 貴社では、福井県産（以下、「県産」）農林水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問4へ）

問4 県内産の農林水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問5 県産農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農林水産物の取扱いを、今後（さらに）増や
していく為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

問2 県産農林水産物を納入している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者への表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問6 3月の東日本大震災後、県産農林水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自由回答

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

問3-1 貴社では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農林水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問3-2 問3-1の回答について、県産農林水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。
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⑩飲食店調査

●県産農林水産品を使用したメニューの状況
県産農林水産物を使用しているメニューのうち、販売量上位3つを記入してください。

商品(メニュー )名No.
県内産割合
（％）

材料重量
（g）

商品重量
（g）

使用品目

白枠内を記入してください。アミカケ欄は何もご記入しないでください。

●店舗基本情報

名称

住所

連絡先
（TEL） （　　　）

記入者

市町番号整理番号 事業所種別 事業所番号

食品コード

地産地消に関する飲食店調査票

〈 提 出 先 〉
〈お問い合せ先〉

〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

「地産地消に関する飲食店調査」では、指定された1週間分の農林水産品の使用量と、
品目ごとの産地の割合、県産農林水産物を使用したメニューについて記入していただくことにより、
県内で消費される食材の種類と量を調査いたします。

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、記入漏れがないかご確認の上、下記の提出先まで

  1１月25日（金）までにご郵送ください。

●食材は産地別の記入が必要です。仕入れ食材の産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

※重量は全て1食分の量を記入してください。

4

※廃棄量（％）

※廃棄量：食べ残しや腐食によって廃棄した量を指します。不可食部分（じゃがいもの皮、魚の骨など）は含みません。

農林水産物の総使用量（kg）

食材の使用品目 食材の使用品目

10348

10329

10215

10281

10228

水
産

10190

10335

10236

水
産
たい類

ずわいがに

ふぐ類

（ 　　　　）

（ 　　　　）

いか類

えび類

とびうお

貝類

はたはた

使
用
量

（
仕
入
量
）

産地別（割合）

（％）

県
内
産

（kg） （kg）（％）

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

（％）

県
内
産
（％）

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

使
用
量

（
仕
入
量
）

❼飲食店

食材の使用品目 食材の使用品目

野
菜

野
菜

01088

01006

04023

04024

01128

01122

06132

06212

06233

06061

06267

06226

06191

06182

06065

06046

06245

02017

02010

06153

07077

07134

06305

06036

06084

06263

06312

06175

06010

06020

06015

07019

07049

07088

07027

07116

07136

05010

07054

11030

11115

11221

13003

12004

08011

08020

08026

08001

10003

10241

10100

10171

10154

10345

米

麦

乾燥大豆

ゆで大豆

そば

そば粉

（ 　　　  ）

だいこん

にんじん

はくさい

キャベツ

ほうれんそう

ねぎ

なす

トマト

きゅうり

かぼちゃ

ピーマン

さといも

たまねぎ

すいか

メロン

らっきょう

かぶ

ごぼう

ブロッコリー

レタス

さやいんげん

さやえんどう

えだまめ

（ 　　　　）

（ 　　　　）

梅

柿

梨

みかん

ぶどう

もも

くり

キウイ

（ 　　　　）

（ 　　　　）

牛肉

豚肉

鶏肉

牛乳

鶏卵

（ 　　　　）

しいたけ

なめこ

ひらたけ

えのき

（ 　　　　）

（ 　　　　）

あじ類

ぶり類

かれい類

さわら類

さば類

するめいか

３

果
樹

畜
産

林
産

水
産

（kg） （kg）

産地別（割合）

（％）

県
内
産
（％）

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

産地別（割合）

（％）

県
内
産
（％）

県
外
産

（％）

国
外
産
（％）

不
明

使
用
量

（
仕
入
量
）

使
用
量

（
仕
入
量
）

穀
物

ばれいしょ
（じゃがいも）

スイートコーン
（とうもろこし）

2

●農林水産品　1週間［平成23年11月14日～20日］の使用量（仕入量）

店舗における県産農林水産物の使用状況についてお聞きします。以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

問１ 貴店(社)では、福井県産（以下、「県産」）農林水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問5へ）

問5 県産農林水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問6 県産農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農林水産物の取扱いを、今後（さらに）増や
していく為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①店内の掲示　　　　②メニュー表に表示　　　③ホームページで表示　　　④店員による声かけ

⑤その他の方法で（　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

⑥特に知らせていない

問２ 県産農林水産物を扱っていることを、お客さんにお知らせしていますか。
また、どんな方法で行っていますか。(あてはまるもの全てに○）

①農作物の育成　　②メニューの検討　　③納入額や方法　　④その他　　⑤意見交換していない

問３ 県産農林水産物を提供している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者への表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問7 3月の東日本大震災後、県産農林水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別紙の「毎日メモ」欄をご自由に使って、記載漏れのないようご記入ください。

自由回答

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

問4-1 貴店（社）では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農林水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問4-2 問4-1の回答について、県産農林水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。
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⑪病院福祉施設調査

白枠内を記入してください。アミカケ欄は何もご記入しないでください。

●施設基本情報

名称

住所

連絡先
（TEL） （　　　）

記入者

区分
1.海浜部　2.山間部　3.その他

市町番号 事業所種別

地産地消に関する病院・福祉施設調査票

〈 提 出 先 〉
〈お問い合せ先〉

〈調査実施機関〉 株式会社ライトスタッフ
〒910-0019　福井市春山1丁目1-14   福井新聞さくら通りビル3F
TEL：0776-25-7201

「地産地消に関する病院・福祉施設調査」では、指定された1週間分の農林水産品の使用量と、
品目ごとの産地の割合、県産農林水産物を使用したメニューについて記入していただくことにより、
県内で消費される食材の種類と量を調査いたします。

〈調査委託元〉 福井県農林水産部販売開拓課
〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
TEL：0776-20-0421

［重要］

○「調査票の書き方・記入例」をよくお読みの上、黒鉛筆で記入して下さい。

○白枠内をご記入ください、アミカケ部分は何も記入しないでください。

○記入方法についてわからないことがありましたら、下記のお問い合わせ先までお問い合わせください。

○ご記入いただいた「調査票（本用紙）」は、記入漏れがないかご確認の上、下記の提出先まで

  1１月25日（金）までにご郵送ください。

●食材は産地別の記入が必要です。仕入れ食材の産地の確認をお願いします。

○ご回答いただいた「調査内容」は、調査の目的以外には使用いたしません。また、調査によって知りえ

た内容の秘密保持については、必ず厳守いたします。

記入上の注意および提出について

●県産農林水産品を使用したメニューの状況
県産農林水産物を使用しているメニューのうち、販売量上位3つを記入してください。

商品(メニュー )名No.
県内産割合
（％）

材料重量
（g）

商品重量
（g）

使用品目

食品コード

※重量は全て1食分の量を記入してください。

4

※廃棄量（％）

※廃棄量：食べ残しや腐食によって廃棄した量を指します。不可食部分（じゃがいもの皮、魚の骨など）は含みません。

農林水産物の総使用量（kg）

食材の使用品目 食材の使用品目
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●農林水産品　1週間［平成23年11月14日～20日］の使用量（仕入量）

スイートコーン
（とうもろこし）

店舗における県産農林水産物の使用状況についてお聞きします。以下の問いに、あてはまるものに○をつけてください。

問１ 貴施設では、福井県産（以下、「県産」）農林水産物を扱っていますか。または扱ったことがありますか。

①はい（→問２へ）　　②いいえ（→問5へ）

問5 県産農林水産物の取り扱いを増やしていきたいと思いますか。

①大幅に増やしたい　　②少しずつ増やしたい　　③現状維持　　④減らしたい

問6 県産農林水産物の生産はコスト高により厳しい環境にありますが、県産農林水産物の取扱いを、今後（さらに）増や
していく為に特に必要なことは何だとお考えですか？（あてはまるもの3つに○）

①店内の掲示　　　　②メニュー表に表示　　　③ホームページで表示　　　④店員による声かけ

⑤その他の方法で（　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

⑥特に知らせていない

問２ 県産農林水産物を扱っていることを、利用者にお知らせしていますか。
また、どんな方法で行っていますか。(あてはまるもの全てに○）

①農作物の育成　　②メニューの検討　　③納入額や方法　　④その他　　⑤意見交換していない

問３ 県産農林水産物を提供している生産者や業者と意見交換をしていますか。(あてはまるもの全てに○）

①価格低下の努力　　②生産物の安定供給　　③味の向上　　④規格の統一　　⑤安全性の向上

⑥消費者の理解　⑦PRや販売促進への公的支援　　⑧消費者への表示方法の工夫　　⑨消費トレンドの把握　

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問7 3月の東日本大震災後、県産農林水産物の取扱いに影響はありましたか。

①仕入量が増えた　　②仕入量が減った　　③販売量が増えた　　④販売量が減った　　⑤取引先が増えた

⑥取引先が減った　　⑦影響はない　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別紙の「毎日メモ」欄をご自由に使って、記載漏れのないようご記入ください。

自由回答

①大いに増えた　　②少し増えた　　③変わらない　　④少し減った　　⑤大いに減った

問4-1 貴施設では、2年前（平成21年度）と比べて、県産農林水産物を仕入れる量はどうなりましたか。

問4-2 問4-1の回答について、県産農林水産物の仕入量が増えた（減った）理由を教えてください。

地産地消に関してご意見がございましたら自由にご記入ください。
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2 調査の用語説明

「自産自消」
　家庭菜園やおすそ分けなど、購入以外による農林水産物の入手について、福井県立大学前学長の
祖田修氏の言葉をお借りして、「自産自消」と称する。地産地消の一行動様式として相当量あると考えら
れることから、これを特に位置づけた。

「家庭食」
　「家庭食」とは、購入または自給等により入手した農林水産物または未調理の加工品を、家庭で調理
したものを指す。
　したがって、調理の結果、家庭内で食されたものはもちろん、家庭外で食した手作り弁当等も含むも
のとする。

「総菜」
　「総菜」とは、購入またはもらいもの等によって入手した調理済の食品を、家庭において食したものを
指す。

「外食」
　「外食」とは、飲食店や購入等によって、調理済みの料理・食品を、家庭外において食したものを指す。
したがって、コンビニエンスストア等でおにぎりを購入して、家庭外で食した場合は「外食」とし、家庭で
食べた場合は「総菜」に分類した。

※「総菜」と「外食」の原材料、重量および産地別の推計方法
　消費世帯調査において、総菜および外食における数量の回答で、原材料、数量および産地の不明な
ものについては、下記のとおり推計した。
　①原材料および数量：五訂増補「食品成分表」、厚生労働省国民健康栄養調査「食品番号表」にお

ける総菜および外食の１食あたりの標準的な原材料および重量による。
それでも不明な場合は、仁愛女子短期大学　牧野みゆき教授より、栄養学の
見地から助言をいただき、標準的な原材料および重量の算定を行った。

　② 産 地 の 別 ：総菜および外食の購入先に応じて、今回調査した青果市場、水産市場（消費）、
流通・加工調査および飲食店・福祉施設調査、平成23年度学校給食産地別
使用量調査（福井県）により、各業種別、品目別の仕入量に占める県内、県外、
国外、不明の割合を採用した。

※なお、全ての調査の食材について、数量は小数点第１位、割合（％）は小数点第２位で四捨五入を行
っているため、合計とは一致しないことがある。
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